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読み聞かせ に関する実証的研究
一

読み手 の 違 い を中心 と して
一

　　　　 藪中征代

　　　　 （聖徳大学）

　　　　　　　　　 目的

　同 じ物語を読み聞かせす る場合でも、読み手 が

異なれば聞き手 の 受け取り方が違 っ て くる で あろ

う。こ の点につ い て は、この 物語 を読み 聞か せ す

るに は こ の よ うな感じの 読み 手が適 して い るとい

う主観的意見は多い が、実証的研究はほ とん ど見

当た らな い
。 そ こ で 、本実験 で は 読み 手の 年齢 （成

人
・
児童）、読み手の 性別 の 違い が読み聞か せ を 聞く

時の 物語 の イ メージや登場人物の イ メージに どの よ

うに影響 す るか に つ い て 明 らか に す る こ とを 目的と

し た
。 なお、本実験におい て は感情価を統

一
し た 物

語を用 い て 実験す る。物語 の 感情価を統
一

する理由

は 以下の 通 りで あ る。読み 手 に 対する 主観的意見の

多く が、「こ の 物語 は 楽 しい 物語 な の で 明 る い 声 で

読み 聞か せ を した方が よい 」、「主人 公 の 苦悩を描 い

た物語なの で、低 く落ち着い た声で読み聞かせ をし

た方が よ い 」 な ど、物語 の イメ
ージを全体的に捉 え

て 、その 関係 で読み手 の 音声を規定 して い るよ うに

考え られ る 。 そ こで 、 こ の関係をよ り分か り易 くす

るために感情価を統
一

する こ とにより、読み手の 音

声 と物語の イ メ
ージ との 関係 を 検討す る こ と と した。

　　　　　　　　　 方法

　実験計画 ：読み 手 の 年齢 （成人 ・児童）× 読み手

の 性別（男 ・女）X 物語 の 種類（明・暗）の 3 要因計画。

群 の 設定は、読み手 が 成人 の 群 と児童 の 群 の 2 群

とし、か っ 各 々 の 群を性別で 2 群に分け、実質的

に は物語の 種類別 の 4 群構成 と した 。 すなわ ち、

読み 手が  30 歳代成人男性 で 声優 （以下男声と呼

ぶ）、   30 歳代成人女性 で 声優 （以下女声 と呼 ぶ ）、

  小学校 6年生男子 （以下児童男声 と呼ぶ）、  小

学校 6 年生女子（以下児童女声 と呼ぶ）の 4 群で被

験者間計画で ある 。

　物語材料 ： 提示物語は藪中（2002）で 選定した 明

るい感情価の物語 と して、堀内順子作 『暇な岬の

菜の 花荘』 （PHP 社，1994 ）、暗い 感情価の 物語 と

して 、大川悦生作『お 母 さん の 木』（ポプ ラ社 ，
1969）

で ある。

　実験材料 ：物語材料を 30 歳代男性 声優、30歳

代女性声優、小学校 6 年生男子 、小学校 6 年生女

子が読み聞 か せ したもの を CD に録音 し、実験材

料 とした。

　被験者 ：  物語材料 『暇な岬 の 菜 の 花荘』：小

学校 6年生 134名 （男子 63名、女子 71名）。 男声

群 31 名 （男子 14名、女子 17名）；女声群 25 名 （男

子 14 名、女子 11名）；児童男声群 31 名 （男子 16

名、女子 15 名〉；児童 女声群 28 名〔男 子 15 名、女

子 13名）、  物語材料 『お 母 さ ん の 木』二 小 学校 6 年

生 115名 （男子 59名、女子 56名）。男声群 35名 （男

子 17名、女子 18名）；女声群 33 名（男 子 15名、女

子 18 名）；児童 男声群 35 名（男子 17 名、女子 18名）；

児童女声群 31 名（男子 14 名、女子 17 名）。

　手続き ：被験者は CD を聞き、そ の後、物語 の

イ メージ評定 12 項 目、登場人物 の イ メージ評定

10 項 目につ い て 5 段階評定を各 自の ペ ー
ス で行

っ た 。

　　　　　　　　結果 と考察

1，明る い 物語 『暇な岬の 菜 の 花荘』 の 分析

1）読み手 の 音声 の違い による物語 の イメ
ージ の

　　差 の 検討

　読み手 の 音声の 違い に よ る 物語 の イ メ
ー

ジ の 差

を検討する ため に 、藪中（2002）で 明らか とな っ た

物語 の イ メ
ー

ジ尺度 の 「明るさ亅 「好ま しさ」の 尺

度得点に つ い て 、読み手の 音声（4 ）× 被験者 の 性

別（2 ＞の 2 要因の 分散分析 を行 っ た。有意差 の み

られた要因の 多重比較に は Tukey の HSD 法を用

い た。 物語 の 明るさに お い て 、群 の 主効 果（1（7，99＞
＝39，13，p＜ ．01）が有意で あり、性 の 主効果、交互

作用 は有意で なか っ た。多重 比較 の 結果、成人女

性の音声で の 読み 聞かせ が物語の 明るさを
一

番高

く評価 してお り、続 い て、成人男性、児童男子、

児童女子 の 音声の 順 に 明 る さを高く評価 して い る

こ とが明らか とな っ た 。 また、物語の 好ま し さに

お い て 、群 の 主効果（．F｛7，99）＝＝20．25，p 〈 ．Ol）、性

の 主効果（，F（7，99）‘12．92，p ＜ ．Ol）が有意で あ っ た

が 、交互作用 は 有意で なか っ た。多重比較 の 結果、

成人女性が読み聞かせ した方が児童 の 読み聞かせ

より、物語 を好 ま しく評価 して い る こ とが 認 め ら

れた。さらに、女子 の 方が物語の 好ま し さを高く
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評価 して い る こ とが 示 され た。こ れ は、毎 日新聞

社（1994）調査の 学校読書調査に よ る 「感動する本」

は 、女子 に好まれ る とい う報告 と
一

致 して い る。

以 ヒの 結果 か ら、明 る い 感情価 の 物語 『暇な岬 の

菜の 花荘』の 場 合、 成人女性 の 声 で 読み聞かせ た

方が物語 の イ メ
ージ をより促進 させ るこ とが明 ら

か となっ た。

2＞読み 手 の 音声 の 違い に よ る 登場人物の イ メ
ー

　　 ジ の 差 の 検討

　読み手 の 音声の 違い による登場人物の イ メージ

の 差を検討す る た め に、藪中（2002）で 明 らか とな

っ た登場人物の イ メージ尺度 「活動性 」 「柔和性」

の 尺 度得点 に っ い て 、読み手 の 音声（4 ）× 被験者

の 性別（2）の 2 要因 の 分散分析を行 っ た。有意差の

み られ た 要因の 多重比較には TUkey の HSD 法を

用 い た。登場 人物の 活動性に お い て 、群の 主効果

（双7、99）＝ 2L35 ，p ＜ ，01）の み 有意で あ っ た。多重

比 較 の 結果、成 人 女性 の 音声 で の 読 み 聞 か せ が 登

場人物 の 活動性を
．一

番高く評価 して お り、続 い て

成人男性、児童男子 、児童女子 の 音声の 順に 外面

的な活動性 を高く評価して い る こ とが明ら か とな

っ た。ま た、内面的な柔和性に お い て 、群 の 主効

果（双7，99）＝13，28，ρ く．Ol）の み有意で あ っ た 。 多

重比較の 結果、成人音声 で読み聞 か せ た 方が児童

音声で読み聞か せ た よ り、登場 人物の 柔和性 を高

く評価 して い る こ と が 明らか となっ た。

3）物語の イ メ
ー

ジと登場人物 の イ メ
ー

ジとの 関

　　 連

　 物語 の イ メージ と登場 人 物 の イ メージ との 関連

を検討する に あた り、全実験群を 二み に した 尺度

間相関 の 結果を Table　1 に示 した。

Table　1 物 語 の イ メージ の 下位 尺 度問 相関 （N ＝114）

物請　 　　 　 　 登場人物

明 るさ　 好ましさ　 活 動性 　　柔和 性

【物語】　 明るさ

　 　 　 　 好 ましさ

【登場人物】活動性

　 　 　 　 　柔 和 性

一
　　　　　 、57林 　　　　．61林 　　　 ．64林

　 　 　 　
一
　　　　　．6フ掌宰　　 ．47艸

　 　 　 　 　 　 　 　
一
　　 　　 　 56牌

　　　　　　　　　　　　　一

歯 tp
〈 ．01　　　

kp
＜ ．05 物語 ：暇 な岬 の 菜 の 花 荘

　物語 の 明 る さは 物語 の 好ま し さ、登場 人 物 の 活

動性、柔和性と の問に有意な正 の相関が確認 され

た。また、物語 の 好ま し さは、物語の 明るさ、登

場人物 の 活動性、柔和性 との 問 に 有意な正 の 相関

が確認 された 。 以上 をまとめ ると、明るい 感情価

の 物語 の 場合、明るい イメ
ージの 物語は児童 に と

っ て 面白く、感動す る物語 と して好まれ て い ると

言えよう。また、登 場人物の イ メ
ージは 物語の イ

メージ に 規定 され て い るこ とが 明 らか とな っ た，

以 上の 結果は、本実験に お い て物語の選択（明るい

感情価の 物語）が 正 しか っ た こ と を裏づ け る もの

で あ る 。

2．暗い 物語 『お母 さん の 木』の 分析

　明るい 物語 と同様 の 分析 を行 い 、以下 の 点が 明

らか となっ た。

1）読み 手 の音声の違い に よ る 物 語 の イ メ
ー

ジ

　　 の 差 の 検討

　成人男性 の 音声が 物語 の 明るさを
一

番低 く評価

して い るこ とが 明 らか となっ た。また、成人 の 音

声 で読み 聞か せ た方が児童音声よ り、物語を好ま

し く評価して お り、また、女子 の 方が物語 の 好ま

し さを高 く評価 し て い る こ とが 明 らか となっ た
。

2）読み手 の 音声 の 違い による登場人物 の イメ

　　ージの 差の 検討

　 成 入 男性 の 音声 で の 読 み 聞 かせ が登 場人物 の 活

動性を
一

番低く評価 して い る こ とが明らかとなっ

た 。 また、成人 の 音声で 読み聞かせ た方 が 児童音

声 で読み聞 か せ た よ り、登場人物の 柔和性を高く

評価 して い る こ とが 明 らか とな っ た。以 上 の 結 果

か ら、暗い 物語 『お母 さんの 木』の 場合、成人、

特 に 男性の 音声で読み聞か せ た方が児童音声よ り、

登場人物の イ メージを促進させ る こ とが明らか と

な っ た 。

3 ）物語 の イ メ
ージ と登場人物 の イ メ

ージ との

　　 関連

　 明 る い 物語 の 場 合と同 様 の 結果 で あ り、物語 の

選択（暗い 感情価の 物語）が正 しか っ た こ とを こ こ

で も裏づ ける結果 で あ っ た。

　　　　　　　　 総合的考察

　 物 語 の イ メージの 明 る さ とマ ッ チ した 成 人 音声

で の読み聞か せ が、物語の イ メ
ー

ジ及び登場人物

の イ メ
ー

ジの 促進 に 繋がる こ とより、読み聞かせ

を行 う際 の 読み 手の 声 の 明 るさと物語 の 明 る さ と

の 間には密接な関連が ある こ とが 本実験よ り示唆

され た 。
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